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操作の流れ

1.積算システムを起動する

2.設計書を開く 新規に設計書を作成

3.基本情報を入力する 歩掛・単価・工事情報の入力

６.直接工事費を入力する
（建築）

内訳表・単価の入力

５.単価表の条件を設定する
（土木）

条件を設定して単価表を計上

７.経費の計算をする 経費の計算、金額の補正

８.設計書を印刷する

９.設計書を保存する

１０.作業の終了

４.直接工事費を入力する
（土木）

内訳表・単価表の入力



１．積算システムを起動する
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2.設計書を開く

「積算」ボタンを押します。

「新規」ボタンを押します。

既存の設計書を編集する場合は
目的の設計書の列をダブルクリッ
クします。
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3.基本情報を入力する

「工種」から順に選択肢が
開きます。

①表示された中から工種（土木／建
築）を選択します。

②表示された中から歩掛の年度を
選択します。

③表示された中から歩掛の世代を
選択します。

④表示された中から県単価世代を
選択します。

※表示がない場合は⑤へ

⑤表示された中から地区（都道府県）
を選択します。

⑥工事名称を入力します。
必要に応じて工事場所を入力し
ます。（※空白でも大丈夫です）

⑦基本情報の設定が完了したら
「次へ」ボタンを押します。

工種が「土木」の場合は、p.5「４．
直接工事費を入力する（土木）」へ進
みます。
「建築」の場合は、p7「６．直接工事
費を入力する（建築）」へ進みます。

①～⑤

⑥
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４.直接工事費を入力する（土木）

「事業区分」の中から「IPHシステム
工」を選択します。

※初期値で選ばれています。

内訳名を一覧から選択していきます。

レベル３の内訳まで選択します。
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５.単価表の条件を設定する（土木）

レベル４の内訳（単価表）は複数
の作業（単価表）により構成され
ています。

複数の明細行（単価表）の条件を
設定しています。

白い明細行（未確定の単価表）を
ダブルクリックして開きます。
上から順番に自動的に選択肢が表
示されたり、入力用の計算機が表
示されます。

設定が終わると「OK」ボタンを押
して確定します。

設定が終わった個々の単価表の列
は黄色に変化しています。

「OK」での確定後は直工画面にて
数量を入力します。

※計上する必要のない単価表に関
しては、「数量」の列をダブルク
リックします。歩掛設定画面が開
きますので、最優先に「0」を入
力して「OK」ボタンを押してくだ
さい。

一通り直接工事費の入力がおわり
ましたら、p8「７．経費の計算を
する」に進みます。
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６.直接工事費を入力する（建築）

「単価表」ボタンをクリックします。

画面上段の階層にて、施工条件に該
当する階層を指定します。

階層を指定することで、該当する歩
掛単価が画面下段に表示されますの
で選択し、「確定」ボタンをクリッ
クします。

一通り直接工事費の入力がおわりま
したら、p8「７．経費の計算をす
る」に進みます。

※材料単価を確認する場合は、基本
入力画面にて工種を「土木」に切り
替えてご確認ください。
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直工入力画面で「経費」ボタンを押すと
経費の計算をすることができます。

経費区分を設定します。
ユーザーフォルダの中に「IPH経費区分」
があります。

補正の設定をします
IPH経費区分では「一般管理費率」を入力
するだけです。その他の項目は必要に応じ
て変更してください。

「計算」ボタンを押すと経費の計算が始ま
ります。

確認して問題がなければ「OK」ボタンを
押します。

７.経費の計算をする
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直工入力画面で「印刷」ボタンを押します。

まず、帳票パターンを選びます。
土木の場合は「IPHお見積り書（土木）」、
建築の場合は「 IPHお見積り書（建築）」
をクリックします。

次に、「プレビュー」ボタンを押します。
印刷のイメージが表示されます。

※エクセルで出力する場合
まず、「エクセル出力」に✔を付けます。

次に、印刷の時と同様に帳票パターンを選
びます。

最後に、「出力」ボタンを押します。

８.設計書を印刷する
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「内訳表」「明細書」「代価表」「単価
表」タブをそれぞれクリックすると、内容
を確認することができます。
（※「 IPHお見積り書（土木）」の場合）

「内訳表」「明細書」「代価表」「単価
表」の中で出力したくないものがある場合
は該当の箇所をクリックし、赤いチェック
を外すことで出力されなくなります。
（※「 IPHお見積り書（土木）」の場合）

出力したい様式により、該当のボタンをク
リックします。
「印刷」・・・

プリンタより用紙が印刷されます。

「Excel」・・・
Excelファイルで出力されます。

「PDF」・・・
PDFファイルで出力されます。

８.設計書を印刷する
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直工入力画面で「保存」ボタンを押します。

フォルダを指定して「保存」ボタンを押し

ます。

左側の、階層が表示してある場所で右ク

リックすると、フォルダの作成ができます。

９.設計書を保存する
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直工入力画面で「閉る」ボタンを押します。

保存されていない時、保存を促すダイアロ

グが開きます。

「閉る」ボタンを押します。

「終了」ボタンを押します。

１０.作業の終了


